
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

交
流
人
口
の
増
加
に
期
待

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
と
秋
田
県
等
に
よ
る
「
秋
田
県
春

の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
初

日
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
と
Ｊ
Ｒ

角
館
駅
で
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
で
は
生
保
内
節
の

民
謡
演
奏
や
手
踊
り
、
Ｊ
Ｒ
角
館
駅

で
は
角
館
高
校
飾
山
囃
子
部
に
よ
る

手
踊
り
等
が
賑
や
か
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
６
月

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　春の大型観光キャンペーン

JR 田沢湖駅では、新幹線の発着に合わせ、生保内節の手踊りなどで
乗降客をお出迎えしました。

地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
に

　

４
月
５
日
、
市
立
に
こ
に
こ
保
育

園
が
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

「
に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
」
に
、
６
日

に
は
、
ひ
の
き
な
い
保
育
園
が
「
ひ

の
き
な
い
こ
ど
も
園
」
と
な
り
、
開

所
式
と
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
は
「
だ
し
の
こ
園
」「
神
代

こ
ど
も
園
」
に
次
ぐ
こ
ど
も
園
の
誕

生
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
幼
稚
園

と
保
育
園
の
機
能
と
特
長
を
合
わ
せ

持
ち
、
積
極
的
に
地
域
の
子
育
て
支

援
を
行
う
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　認定こども園が開所式

お祝い品と帽子を贈られた入園
児たち。（にこにここども園）

た
プ
ー
ル
開
き
に
は
、
市
民
な
ど
約

１
０
０
人
が
出
席
。
神
事
が
行
わ
れ
た

後
、
市
水
泳
協
会
の
会
員
が
日
本
泳
法

水
府
流
太
田
派
の
泳
ぎ
を
披
露
し
、
市

内
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
が
泳
ぎ
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

門
脇
市
長
は
「
待
望
の
通
年
利
用
が

可
能
と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
の
温
泉
プ
ー
ル
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

14
年
ぶ
り
に
通
年
営
業
が
可
能
と
な

り
、
５
月
か
ら
は
市
民
の
健
康
維
持
の

た
め
の
水
中
運
動
教
室
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
プ
ー
ル
は
ク
リ
オ
ン
３
階
に
あ
り
、

25
㍍
が
５
コ
ー
ス
、
水
深
は
１
～
1.1
㍍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
日
に
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
行
わ
れ

市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
の
場
に
活
用

ク
リ
オ
ン
温
泉
プ
ー
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

改
修
を
終
え
た
プ
ー
ル
。
水
中
運
動
を
通
じ
て
市
民
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
役
立
て
ら
れ
そ
う
で
す
。

プ
ー
ル
開
き
で
楽
し
そ
う
に
泳
ぎ
初
め
を
す
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
。

「にこにここども園」（上）と「ひ
のきないこども園」（下）で開
所式をお祝いしテープカット。

火
災
の
発
生
に
気
を
つ
け
て

　

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
初
日
に
は
、
市
内
３
か
所
で
火

災
の
発
生
を
想
定
し
た
駆
け
付
け
訓

練
を
実
施
。
参
加
し
た
団
員
た
ち
は
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
本
番
さ
な

が
ら
の
素
早
い
動
き
を
披
露
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
気
温
が
高
く
な
る
時

期
は
、
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
安
全
第

一
を
心
が
け
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　本番さながら駆け付け訓練

市内 3 か所で行われた駆け付け訓練。写真は西木町の桧木内川河川
公園で行われた訓練。

地
域
の
安
全
を
守
る

　

４
月
10
日
、
仙
北
市
防
犯
協
会
西

明
寺
支
部
（
伊
藤
邦
彦
支
部
長
）
に

よ
る
春
の
防
犯
活
動
が
西
明
寺
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
伊
藤
支
部
長
を
含
む
９

人
の
会
員
が
、
登
校
す
る
児
童
た
ち

に
対
し
、
防
犯
啓
発
用
の
テ
ィ
シ
ュ

を
配
り
な
が
ら
、
防
犯
意
識
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
、
一

人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
声
か
け
運
動
を

実
施
し
、
不
審
者
に
対
す
る
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　西明寺小で春の防犯活動

仙北市防犯協会西明寺支部の会員たちは、登校する児童たちに声を
かけ、防犯に対する意識を促しました。

　

秋
田
県
東
部
地
区
連
絡
会
お
よ
び
角
館
郵
便

局
が
、
４
月
14
日
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
を
仙
北
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
の
は
、
刺
巻
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
、
西
木
町
の
か
た
く
り
を
題
材
と
し

た
『
せ
ん
ぼ
く
花
紀
行
』
と
武
家
屋
敷
を
題
材

と
し
た
『
み
ち
の
く
の
小
京
都
「
角
館
」
～
そ

の
四
～
』（
１
シ
ー
ト　

82
円
切
手
×
10
枚　

１
３
０
０
円
）
の
２
種
類
。
ど
ち
ら
も
仙
北
市

の
魅
力
満
載
の
フ
レ
ー
ム
切
手
で
、
仙
北
市
は

も
と
よ
り
、
大
仙
市
、
横
手
市
、
美
郷
町
の
全

郵
便
局
71
局
の
ほ
か
、
各
花
ま
つ
り
会
場
で
も

臨
時
販
売
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
が
あ
り
、
眺
め
て
い

る
だ
け
で
も
楽
し
め
そ
う
で
す
。

仙
北
市
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
を
寄
贈

仙北市の美しい花々や武家屋敷の風景などが収められた 2 種類
のフレーム切手。

国
内
最
大
級
の
規
模
誇
る

か
た
く
り
群
生
の
郷

　

４
月
15
日
、
西
木
町
の
八
津
・
鎌

足
の
か
た
く
り
群
生
の
郷
が
開
園
し

ま
し
た
。
西
木
町
の
特
産
品
「
西
明

寺
栗
」
の
栗
園
に
、
薄
紫
色
の
か
た

く
り
の
花
が
一
面
に
広
が
り
、
連
日

観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

開
園
は
５
月
３
日
ま
で
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

色鮮やかなかたくりの花を撮影する
多くの人々の姿が見られました（右）。
角館の桜、刺巻のミズバショウと合
わせ、仙北市の花めぐりはシーズン
真っ盛り。
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企
画
展
で
は
、
同
社
が
昨
年
東
京
本

社
で
展
示
し
た
写
真
パ
ネ
ル
に
加
え
、

そ
の
著
作
を
一
緒
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
社
長
は
「
仙
北
市
と
企
画
展
を

で
き
て
う
れ
し
く
思
う
。
実
際
の
記
事

や
書
籍
で
は
、
作
家
の
日
常
の
表
情
を

写
し
た
も
の
は
使
わ
れ
な
い
。
普
段
な

か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
、
家
族

と
の
団
ら
ん
や
入
浴
シ
ー
ン
と
い
っ
た

貴
重
な
写
真
を
、
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
株
式
会
社
新
潮
社
が
創
業

１
２
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、

同
社
写
真
部
が
こ
れ
ま
で
撮
影
し
て
き

た
作
家
50
人
の
素
顔
を
紹
介
す
る
企
画

展
「
新
潮
社
写
真
部
の
ネ
ガ
庫
か
ら 

カ

メ
ラ
が
み
た
作
家
の
素
顔
」
が
４
月
８

日
、
新
潮
社
記
念
文
学
館
で
始
ま
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
新
潮
社
の
佐
藤
隆
信

社
長
を
お
迎
え
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
潮
社
写
真
部
の
ネ
ガ
庫
か
ら 

展

新
潮
社
の
佐
藤
隆
信
社
長
（
右
か
ら
２
番
目
）
を
お
迎

え
し
、
記
念
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

作
家
の
素
顔
を
垣
間
見
る

企画展は 7 月 17 日まで開催。新潮社写真部に保存されている貴
重な写真をこの機会にご覧ください。仙北市民は入館料無料です。

　4月 1日、角館町七日町に建設が進められていた「町
屋ホテル角館」が完成し、オープニングセレモニーが行
われました。関係者によるテープカットが行われた後、
ホテル内が披露されました。武家屋敷の入口近くに建て
られたホテルの外観や客室は和を基調とし、落ち着いた
造りとなっています。今後は、1年を通して仙北市を訪
れる観光客の宿泊施設として利用が期待されます。

観 光 客 の 宿 泊 増 加 に 期 待

町屋ホテル角館がオープン

　日本画家の佐藤元彦氏に紺綬褒章が贈られ、4月 13 日、
角館町平福記念美術館で同章の授与伝達式が行われました。
　現在、秋田市在住の佐藤氏は、小学校から高校までを角館
町で過ごし、画家を目指し多摩美術大学へ進学。卒業後、日
本美術院展で初入選を果たしました。その後も入選を続け、
平成 17年には日本美術院の特待に推挙されました。
　平成 27年 10 月に「佐藤元彦日本画展－歩んだ故郷での
個展－」と題した初の個展を角館町平福記念美術館で開催。
佐藤氏は「自宅やアトリエで保管している作品を今後は仙北
市の公的施設で活用してもらいたい」と展示作品 50点の中
から 29点を市に寄付しました。これを受けて、市では県を
通じ国に紺綬褒章を推薦し、今回の受章に至りました。佐藤
氏は「故郷にはたくさんの思い出が詰まっている。今後も仙
北市とのつながりを大切にしていきたい」と話しました。

日本画家 佐藤元彦氏 に紺綬褒章

紺
綬
褒
章
の
伝
達
を
受
け
る
佐
藤
元
彦
氏
（
右
か

ら
２
番
目
）。左
か
ら
熊
谷
教
育
長
、佐
藤
氏
の
妻
・

尚
代
さ
ん
、
佐
藤
氏
、
門
脇
市
長
。

関係者によるテープカットでオープンをお祝いしました。

　

田
沢
湖
の
岡
崎
院
内
（
国
有
林
）
内
に
、
ひ
っ

そ
り
と
北
限
の
雪
つ
ば
き
が
群
生
し
て
い
ま

す
。
広
さ
は
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
地
元
の
皆
さ

ん
は
、
昔
か
ら
一
帯
を
椿
台
（
つ
ば
き
だ
い
）

と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
学
術
上
も
貴
重
な
群
生

地
で
、
昭
和
38
年
に
は
県
の
天
然
記
念
物
に
、

ま
た
平
成
５
年
に
は
林
野
庁
の
保
護
林
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
植
生
は
風
雪
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
、
低
く
地
面
を
這
う
よ
う
に
枝
が
伸

び
、
一
方
で
濃
緑
の
葉
、
真
っ
赤
な
花
び
ら
、

橙
色
の
雄
し
べ
な
ど
は
、
春
先
の
林
間
で
は
ド

キ
ッ
と
す
る
ほ
ど
、
そ
の
色
合
い
は
際
立
っ
て

い
ま
す
。

　

昔
の
椿
台
を
知
る
方
は
、「
若
い
頃
、
山
が

全
部
つ
ば
き
に
覆
わ
れ
て
い
る
光
景
を
目
に
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
見
渡
す
限
り
赤
い
花
で

し
た
。
本
当
に
綺
麗
で
し
た
。
数
年
前
に
ま
た

見
ま
し
た
が
、
何
だ
か
群
生
が
小
さ
く
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」
と
、
話
し
て
い
ま
す
。

　

開
花
時
期
は
ま
さ
に
今
（
４
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
）
で
す
。
で
も
幾
度
と
な
く
足
を
運
ん

で
い
ま
す
が
、
花
盛
り
に
巡
り
合
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
盛
り
が
訪
れ
な

い
ほ
ど
に
、
群
生
が
衰
退
し
た
の
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。

　

椿
山
で
す
が
、
辰
子
生
誕
の
地
か
ら
林
道
に

入
り
、
し
ば
ら
く
車
を
走
ら
せ
て
橋
を
渡
る
Ｔ

字
路
を
右
折
で
す
。
こ
こ
が
椿
台
林
道
の
始
点

で
、
そ
の
後
も
林
道
を
進
み
ま
す
。
途
中
に
石

置
場
沢
の
標
識
が
あ
り
ま
す
。
春
先
の
林
道
は

各
箇
所
に
洗
掘
や
倒
木
な
ど
が
あ
る
の
で
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
終
点
に
は
営
林
局
に

建
て
て
い
た
だ
い
た
立
派
な
雪
つ
ば
き
看
板
が

あ
っ
て
、
そ
の
看
板
の
脇
か
ら
木
道
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

保
全
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
市
の
花
紀
行
の

新
た
な
ポ
イ
ン
ト
に
で
き
な
い
も
の
か
、
い
つ

も
こ
の
季
節
に
考
え
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
北
限
の
雪
つ
ば
き
』

No.115

まちづくり
日記

障
が
い
者
等
相
談
支
援
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た

　
な
お
、
各
種
申
請
窓
口
は
引
続
き
仙
北

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
お
よ
び
地
域

セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
と
な
り
ま
す
。

●
連
絡
先
／
社
会
福
祉
法
人
秋
田
ふ
く
し

ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

　
指
定
相
談
支
援
事
業
所
「
愛
仙
」

　
西
木
町
小
渕
野
字
中
関
７

●
担
当
／
佐
藤
・
仙
葉
・
飯
塚

●
電
話
番
号
／（
47
）２
１
０
２

　
障
が
い
者
等
相
談
支
援
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
仙
北
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課

と
指
定
相
談
支
援
事
業
所
愛
仙
へ
業
務
を

一
部
委
託
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
度
か
ら
指
定
相
談
支
援
事
業
所
愛

仙
へ
業
務
を
全
て
委
託
し
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
日
常
生
活
の
支
援
な
ど
の
ご
相

談
、
お
問
い
合
せ
は
次
の
連
絡
先
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
８

仙
北
市
農
業
用
無
人
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
操
縦
技
術

認
定
取
得
を
応
援
し
ま
す

 

▼

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
２

月
末
日
ま
で
に
技
能
認
定
証
を
取
得
す

る
方

 

▼

市
税
に
滞
納
が
な
い
方

●
補
助
対
象
／（
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
技
能
認
定
証
）
を
取
得
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る

 

▼

新
規
受
講
者
　
８
万
円

 

▼

免
許
保
持
者
　
５
万
円

　
農
地
に
お
け
る
病
害
虫
防
除
を
す
る
た

め
、
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
保
有
し
、
又
は

保
有
し
よ
う
と
す
る
農
業
者
を
支
援
し
、

防
除
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
対
象
／

 

▼

マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
保
有
、
又
は
当
該

補
助
金
申
請
か
ら
１
年
以
内
に
マ
ル
チ

コ
プ
タ
ー
の
導
入
が
見
込
ま
れ
る
方

 

▼

仙
北
市
に
住
所
を
有
し
、
現
に
住
ん
で

い
る
農
業
従
事
者

【
問
合
せ
】
農
山
村
活
性
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
０
６

春になると赤い花を咲かせる雪つばき
　　　　　　　　（平成２７年春撮影）
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企
業
の
育
成
、
雇
用
の
確
保

応
援
制
度
（
そ
の
２
）

【
問
合
せ
】
商
工
課

（
中
町
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
５
１

◆
雇
用
創
出
助
成
金
（
企
業
向
け
）

　
～
市
内
企
業
の
新
規
雇
用
に
一
人
あ
た
り
最

高
30
万
円
助
成

●
交
付
要
件
／
満
65
歳
未
満
、
雇
用
日
か
ら

継
続
し
て
市
内
に
居
住
、
派
遣
以
外
、
雇

用
保
険
加
入
、
社
会
保
険
加
入
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
雇
用
、
６
か
月
以
内
に

会
社
都
合
の
離
職
者
無
し
。
期
間
の
定
め

の
な
い
雇
用
契
約
で
あ
る
こ
と
。

●
交
付
額
／
一
般
15
万
円
、
新
卒
30
万
円

●
申
請
手
続
き
／
期
間
の
定
め
の
な
い
雇

用
を
し
た
日
か
ら
６
か
月
経
過
し
た
日

か
ら
３
か
月
以
内
。
試
用
期
間
が
４
か

月
以
上
あ
る
場
合
は
該
当
し
な
い
。

★
地
元
就
職
を
応
援
し
ま
す

◆
【
新
規
】
仙
北
市
ふ
る
さ
と
就
職
応
援

金
（
個
人
申
請
）～
市
内
就
職
者
に
対
し

て
最
高
10
万
円
交
付

◎
一
般
就
職
者
／
市
内
に
居
住
し
、
市
内

事
業
者
等
に
正
社
員
と
し
て
就
職
す
る

50
歳
未
満
の
方
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
雇
用
さ
れ
た
方
に
限
る
）

◎
新
規
学
卒
者
等
／
市
内
に
居
住
し
、
高

校
・
大
学
・
専
門
学
校
等
を
卒
業
し
、
１

年
以
内
に
市
内
事
業
者
等
に
就
職
し
た

30
才
未
満
の
方

●
対
象
事
業
所
／
中
小
企
業
、
社
会
福
祉
・

医
療
法
人
、
個
人
事
業
所
（
た
だ
し
農

林
漁
業
を
除
く
）

●
応
援
金
／
▼

一
般
就
職
者
　
５
万
円

 

▼

新
規
学
卒
者
等
　
10
万
円

●
申
請
手
続
き
／
就
職
後
、
正
社
員
と
し
て

６
か
月
経
過
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内
。

★
企
業
の
雇
用
・
研
修
、
離
職
者
の
資

格
取
得
を
応
援
し
ま
す

◆
【
新
規
】
職
業
訓
練
事
業
補
助
金

　（
職
業
訓
練
団
体
の
受
講
者
向
け
）

　
～
職
業
訓
練
団
体
が
行
う
資
格
取
得
等
講
習

会
の
参
加
経
費
を
助
成

●
交
付
要
件
／
市
内
居
住
の
在
職
者
ま
た

は
求
職
者

●
交
付
額
／
受
講
料
の
全
額
（
旅
費
を
除

く
）　
年
度
内
２
回
ま
で

◆
雇
用
対
策
事
業
補
助
金（
求
職
者
向
け
）

～
離
職
者
の
技
術
取
得
・
資
格
取
得
等
の
経

費
を
助
成

●
交
付
要
件
／
市
内
居
住
の
求
職
者
で
事

前
の
申
請
が
あ
っ
た
も
の

●
対
象
経
費
／
教
材
費
、
受
験
料
な
ど
（
旅

費
を
除
く
）

●
交
付
額
／
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内
、

１
回
当
た
り
２
万
円
以
内
　
年
度
内
２

回
ま
で

◆
勤
労
者
対
策
事
業
補
助
金（
企
業
向
け
）

～
市
内
企
業
の
従
業
員
の
技
術
取
得
資
格
・

取
得
研
修
等
の
経
費
を
助
成

●
交
付
要
件
／
常
時
雇
用
者
５
人
以
上
の

事
業
所
、
仙
北
市
商
工
会
員
、
事
前
申

請
な
ど

●
対
象
経
費
／
教
材
費
・
講
師
料
等
の
主

催
者
か
ら
の
負
担
要
請
額
、
交
通
費
・

宿
泊
費
な
ど

●
交
付
額
／
経
費
の
３
分
の
１
以
内
、
一

人
当
た
り
２
万
円
以
内
、
１
企
業
10
人

以
内
　
年
度
内
20
万
円
限
度

秋
田
駒
ヶ
岳
山
開
き

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
】
観
光
課

（
中
町
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
５
２

　
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
登
山
者
の
安

全
を
祈
願
す
る
た
め
、
岩
手
県
雫
石
町
と

合
同
で
山
開
き
を
開
催
し
ま
す
。
式
典
終

了
後
、
記
念
登
山
を
実
施
し
、
駒
ヶ
岳
（
男

岳
）
頂
上
で
雫
石
町
と
交
歓
会
、
下
山
後

は
、
合
同
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
19
日
ま
で

に
市
観
光
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
６
月
１
日
㈭
　 

▼

９
時
・
市
役

所
田
沢
湖
庁
舎
出
発
　 

▼

10
時
10
分
・

神
事（
駒
ヶ
岳
八
合
目
）　
▼

10
時
40
分
・

記
念
登
山
出
発
（
天
候
に
よ
り
中
止
の

場
合
が
あ
り
ま
す
）　 

▼

12
時
・
男
岳

頂
上
で
雫
石
町
と
交
歓
会
　 

▼

13
時
・

駒
ヶ
岳
八
合
目
へ
下
山
（
下
山
後
、
仙

北
市
を
会
場
に
懇
親
会
）

※
当
日
、
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。（
田

沢
湖
庁
舎
～
駒
ヶ
岳
八
合
目
間
）
ご
利

用
の
方
は
あ
わ
せ
て
申
込
く
だ
さ
い
。

●
式
典
会
場
／
駒
ヶ
岳
八
合
目
登
山
口

※
山
開
き
、
記
念
登
山
へ
の
参
加
は
無
料

で
す
が
、
下
山
後
の
懇
親
会
に
参
加
さ

れ
る
方
は
、
別
途
会
費(

３
０
０
０
円)

を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※
記
念
登
山
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
各
自

で
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ

規
制
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
田
沢
湖
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

フ
ォ
レ
イ
ク
☎
（
43
）２
１
１
１

　
混
雑
解
消
と
自
然
環
境
保
護
の
た
め
、

駒
ヶ
岳
登
山
口
（
か
も
し
か
駐
車
場
分
岐

点
）か
ら
駒
ヶ
岳
八
合
目
ま
で
の
区
間
で
、

マ
イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
が
規
制
さ
れ
ま

す
。
規
制
実
施
日
は
、
マ
イ
カ
ー
で
の
進

入
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
規
制
期
間
／
６
月
１
日
～
10
月
31
日
ま

で
の
土
、
日
、
祝
日
と
、
６
月
21
日
～

８
月
19
日
ま
で
の
平
日

●
規
制
時
間
／
５
時
30
分
～
17
時
30
分

　
※
八
合
目
駐
車
場
の
状
況
に
よ
り
、
規

制
時
間
前
で
も
乗
り
入
れ
を
規
制
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
規
制
対
象
／
全
車
両
。
た
だ
し
、
バ
ス

（
乗
車
定
員
11
人
以
上
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
含
む
）、
タ
ク
シ
ー
、
ハ
イ
ヤ
ー
、

許
可
車
両
は
除
き
ま
す
。

※
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
５
㍍
以
上
の
大
型
車

両
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※
規
制
対
象
以
外
の
車
両
は
、
定
期
バ
ス

に
続
い
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

●
代
替
バ
ス
／
規
制
実
施
日
に
、
高
原
温

泉
と
駒
ヶ
岳
八
合
目
間
に
定
期
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。「
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
」
が

マ
イ
カ
ー
規
制
の
バ
ス
の
乗
車
場
所
と

な
り
ま
す
。

仙
北
市
条
件
付
一
般
競
争
入
札
の
お
知
ら
せ

（
仙
北
市
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
売
店
事
業
）

　
　
　
　【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課 

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

 

▼

仙
北
市
に
本
店
・
支
店
又
は
営
業
所
が

あ
る
事
業
者
ま
た
は
仙
北
市
に
住
所
を

有
す
る
個
人
と
す
る
。

 

▼

仙
北
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

 

▼

売
店
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
に
関
し
て
法
律

上
必
要
と
な
る
資
格
・
免
許
を
有
す
る

こ
と
。

●
手
続
き
／
入
札
参
加
を
ご
希
望
の
方

は
、
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
２
階
企

画
政
策
課
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
様

式
第
１
号
条
件
付
一
般
競
争
入
札
参
加

資
格
確
認
申
請
書
（
仙
北
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
ご
記
入
の
う
え
、
企
画
政
策
課

ま
で
１
部
ご
持
参
願
い
ま
す
。

●
手
続
き
期
限
／
平
成
29
年
５
月
15
日
㈪

●
入
札
日
時
／
平
成
29
年
５
月
17
日
㈬

　
午
前
10
時
～
　

●
入
札
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

３
階
第
４
・
５
会
議
室

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／

　
①
公
告
開
始（
市
広
報
お
よ
び
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
）     

平
成
29
年
５
月
１
日
㈪

　
②
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
等
の
提

出
期
限
　
　   

平
成
29
年
５
月
15
日
㈪

　
③
現
地
確
認
終
了
期
限

　
　
　
　
　
　   

平
成
29
年
５
月
12
日
㈮

　
④
質
問
書
提
出
期
限

　
　
　
　
　
　   

平
成
29
年
５
月
12
日
㈮

　
⑤
入
札
会
開
催
日

　
　
　
　
　
　   

平
成
29
年
５
月
17
日
㈬

　
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
画

政
策
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
に
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
る｢

仙
北
市
田
沢
湖
ク

ニ
マ
ス
未
来
館｣

内
に
お
い
て
、
売
店
事

業
を
行
い
た
い
事
業
者
、
個
人
を
対
象
に

条
件
付
一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。
入

札
参
加
を
ご
希
望
の
事
業
者
ま
た
は
個
人

の
方
は
、
下
記
に
よ
り
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
仙
北
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
新
着
情
報
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
２
階
企
画

政
策
課
で
説
明
し
ま
す
の
で
ご
来
庁
く
だ

さ
い
。

●
施
設
概
要
／｢

仙
北
市
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館｣

 

▼

仙
北
市
田
沢
湖
潟
字
ヨ
テ
コ
沢
４
番
地

 

▼

木
造
地
上
１
階
地
下
１
階
建
　
延
べ
床

面
積
６
８
７
・
27
㎡

 

▼

観
覧
料
／
大
人
（
高
校
生
以
上
）３
０
０

円
／
人
　
小
人
１
５
０
円
／
人
　

　
※
６
才
未
満
無
料

　
な
お
、
売
店
コ
ー
ナ
ー
ま
で
の
入
場
は

無
料
で
す
。
　

●
売
店
／
貸
付
面
積
10
・
７
㎡
程
度
（
カ

ウ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
陳
列
什
器
等
一

式
あ
り
）、
自
動
販
売
機
２
台
程
度
設

置
可

●
開
館
日
等
／
通
年
営
業
・
火
曜
定
休
と

す
る
。

●
使
用
料
／
最
低
貸
付
価
格

　
１
９
０
３
２
円
／
月（
光
熱
水
費
は
別
途
）

●
参
加
資
格
／
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

す
事
業
者
ま
た
は
個
人
と
す
る
。

メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

　
５
月
よ
り
、
田
沢
湖
・
西
木
地
区
で
冬

期
間
休
止
し
て
い
た
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

を
再
開
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
や
そ
の
周
辺

の
雪
囲
い
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
取
り
外
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

水
道
の
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

　
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
際
や
転
居
等

に
よ
り
水
道
を
中
止
す
る
際
は
水
道
使
用

異
動
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
特
に
、
転

居
す
る
際
に
届
出
を
忘
れ
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
届
出
が
な
け
れ
ば
、
水

道
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
水
道
料
金

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
お
客
様
セ
ン

タ
ー
で
お
願
い
し
ま
す

　
広
報
せ
ん
ぼ
く
４
月
１
日
号
に
掲
載

の
と
お
り
、
水
道
料
金
等
の
支
払
い
は
お

客
様
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
事
務
室
は
４
月
か
ら
西
木
庁

舎
内
上
下
水
道
課
に
移
動
の
た
め
、
平
日

午
後
５
時
15
分
以
降
に
支
払
い
の
場
合

は
、
事
前
に
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
平
日
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

の
支
払
い
は
、
引
き
続
き
各
地
域
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
出
張
所
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
実
施
に
つ
い
て

　
水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
中

で
、
今
年
度
中
に
耐
用
年
数
を
迎
え
る
水

道
メ
ー
タ
ー
を
上
下
水
道
課
よ
り
委
託
を

受
け
た
工
事
業
者
が
訪
問
し
、
メ
ー
タ
ー

交
換
を
実
施
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
は
大
変
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い

た
し
ま
す
が
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
交
換
作
業
期
間
／

　
平
成
29
年
12
月
15
日
ま
で

●
業
務
委
託
業
者

 

▼

角
館
地
区

　（
有
）
門
脇
設
備
工
業

 

▼

田
沢
湖
地
区

　（
有)

津
島
ボ
イ
ラ
ー

 

▼

西
木
地
区

　(

有)

高
橋
鉄
工
所

水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
　
　 

◆
水
道
の
検
針
、
届
出
、
支
払
い
に
関
し
て

【
問
合
せ
】
お
客
様
セ
ン
タ
ー（
西
木
庁
舎 

上
下
水
道
課
内
）
☎
（
42
）８
０
２
２

　
　
　 

◆
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
に
関
し
て

【
問
合
せ
】
上
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
６

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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